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○平成30年度定時総会

○事務局からのお知らせ

○話題のアルバム
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シルバーおおいしだ平成30年 12月 1日
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平
成
３。
年
度
定
時
総
会
が
、
６
月
２‐
日
（本
）
あ
っ
た
ま
リ
ラ
ン
ド
深
堀
「蔵
屋
敷
伝
承
室
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
委
任
状
も
含
め
９４
名
が
出
席
し
、
審
議
の
結
果
、
各
議
案
と
も
提
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
報
告
事
項

（１
）
平
成
２９
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

（２
）
平
成
２９
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

（３
）
平
成
３０
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

（４
）
平
成
３０
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

（
５
）
職
員
就
業
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
　
　
事

第

一
号
議
案
　
平
成
２９
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

154人 (男 104人、女 50人 )
前年対比 103.4%

66,233,930円
前年対比 94.4%
内訳 (公共)6,699,050円
(企業)44,427,229円
(家庭)15,097,651円

122メ、
就業率 79.2%

永年にわたリセンター事業の発展に寄与された方々が、表彰を受けられました。

高 橋 健 一 (今宿)・ 高橋枝美子 (今宿)・ 荒 井 洋 子 (今宿)・ 菅野ミツ∃ (庚申町)
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木

村

栄
　
一
（
四
日
町
）

海

藤

哲

矢

（大

浦
）

関

　

郁

子

（小

菅
）

早

坂
　
　
健

含
石
ケ
袋
）

井

苅

千

恵

子

（川

ュじ

一品

橋

直

子

（
八
幡
町
）

○
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西

村

正

信

（南

通
）

佐

竹

俊

行

（庚
申
町
）

青

木

孝

男

（緑

町
）

佐

藤

春

男

碧

ヶ
袋
）

柴

崎

晃

市

碧

ヶ
袋
）

早

坂

市

子

碧

ヶ
袋
）

星

川

昭
小
吉

（駒
　
籠
）

森
　
　
　
　
勇

（駒
　
籠
）

斉

藤

忠

蔵

（下

宿
）

一昌
橋

吉

兵

工

（来
迎
寺
）

一品

橋

達

雄

（来
迎
寺
）

一両

橋

文

子

（来
迎
寺
）

高

橋

ケ

イ

子

（
小

菅
）

関
　
　
邦

彦

（
小

菅
）

○
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

星

野

光

雄

（栄
町

）

心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

十

一
月
末
会
員
数

一
四
五
人

（男
九
五
人

・
女
五
十
人
）

◇平成29年度の実績◇

会 員 数

契約金額

就業実人員
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シノ″ ―ヾおおいしだ

○草刈り・草取り○農作業の手伝い

○家庭内外の一般清掃 ○会場の準備片付け

○福祉家事援助など

○植本の剪定 ○ふすま張り・障子張り

○簡単な大工・左官作業 ○雪囲い作業など

※臨時的かつ短期的な就業を会員が交代で行ないます。
※高所作業など危険な作業は行ないません。

平成30年 12月 1日

・気
を
抜
く
な

毎
日
変
わ
る

ん
隣
個
所
　
　
　
　
（米
沢
市
Ｓ
Ｃ
舎
３

・見
逃
す
な

仲
間
の
変
調

現
場
の
異
常
　
　
　
　
（山
辺
町
Ｓ
，
ム一５

ｏ
気

を

付

け
て

そ
の
ひ
と
こ
と
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事

故

防

ぐ

　

（長
丼
西
置
賜
地
域
Ｓ
，

〓邑

ｏ事
故
防
ぎ

生
涯
現
役
人
切
に
安
全
第
一
健
康
で
　

（山
形
市
Ｓ
Ｃ
〈ム一５

人
ル
メ
ッ
ト

か
ぶ
って
姜
む

事
故
防
止
（帽
子
）
　
　
（南
陽
市
Ｓ
Ｃ
〈ム白３

礫         ⑬

落
ち
着
い
て

急
ぐ
時
こ
そ

ん
隣
子
妊

一安
全
は

仕
事
も
時
間
も

余
裕
か
ら

・ま
だ
や
薇
る

無
理
と
過
信
に

ブ
レ
ー
キ
を

あ姥 のク 勧 と能力を
麗な らで再彦乙げ

○大石田町内にお住まいの方

○健康で働く意欲のある方

○おおむね60歳以上の方

○センターの主旨に賛同される方

○入会金500円・年会費2,500円を納付していただける方

の  入会お待ちしておι:春す。  の

臨時的・短期的な業務 おおむね月10日 程度以内

軽易な業務 おおむね週20時間を超えないことを目安

*上記の日数、時間の上限は、おおむねの目安のため、会員は一時的に上記の上限を超えて就業する
ことができますが、恒常的に上記の上限を超えて就業することはできません。

(2)就業時間を拡大する特例措置

○ 平成28年4月 より、都道府県知事が指定した場合に、シルバー人材センターが、派遣と職業紹介に
限り、会員に週40時間を上限とする業務を提供することができるようになりました。

○ この特例措置の活用により、より長く働く希望を持つ会員に就業機会を提供できるようになります
が、特例を活用する場合であっても、会員への就業機会の提供は、特定の会員に集中させずに、公

平にできる限り多くの会員に提供します。

（尾
花
沢
市
Ｓ
Ｃ
会
員
）

（寒
河
江
市
Ｓ
Ｃ
会
員
）

（天
重
市
Ｓ
Ｃ
会
員
）

(1)臨時的かつ短期的または軽易な業務

○シルバー人材センターが会員に提供する業務は、臨時的かつ短期的または軽易な業務です。

○シルバー人材センターが会員に提供する業務が、臨時的かつ短期的または軽易な業務となるため、

会員の就業は、現役世代の労働者などが1人で行う業務を、複数の会員が時間や日にちで分担して

行う方法 (ローテーション就業)が基本となります。

○会員への就業機会の提供は、上記の基本に基づき、特定の会員に集中させずに、公平にできる限り

多くの会員に提供します。

◎ 臨時的かつ短期的または軽易な業務 (日 数、時間の上限)

シルバー人材センターが提供する業務



平成30年 12月 1日 シルノヾ一おおいしだ
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(10月 20日午前 )
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「仁風荘」で車いすの掃除

“
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「ソーレ大石田」で庭の草取り

(10月 24日 )

今年の研修旅行は、「世界遺産平泉中尊寺と紅葉の厳美渓の旅」です。一関市の厳美渓で郭公だん

ご、世嬉の一酒造でショッピング、平泉レストハウスで前沢牛すき焼きの昼食、中尊寺の金色堂を参拝、菊

愛好者が丹精込めて育てた中尊寺菊まつりを鑑賞、表参道月見坂の帰り道"まだまだ大丈夫
"と95歳の大

先輩。良い天気に恵まれて楽しい旅行ができました。
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◇◇
表
紙
の
写
真
は
、
大
工
さ
ん
や
左

官
屋
さ
ん
、
職
人
さ
ん
の
お
仕
事
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
大
石
田
町
に
は
経
験
豊
か
で
腕

の
い
い
職
人
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。今
回
号
は
、

「お
客
様
か
ら
の
特

別
寄
稿
」
と

「
こ
ん
に
ち
輪
会
員
の

広
場
」
は
、
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広
報
委
員
長

奥

山

忠

男

（
里

）

委

口貝

海

藤

血
⌒
雄

（駒
籠
）

尾

崎

　

弘

（東
町
）

一局
橋

悦

子

（小
菅
）

小
座
間
道
子
（四
日
町
）

●第 11回グラウンドゴルフ大会

あったまリランド蔵屋敷

〇大石田駐在所長横山正行さん「高齢者の交通安全」

○会員奥山忠男さん「次年子の伝説」
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